
◆再構成版の年間指導計画案について

[1] 標準時数・週あたりの時数

・小学校理科の標準時数（年間授業時数）は、次のとおりとなっています。

3年＝90時間 ／ 4・5・6年＝105時間

・週あたりの授業時数は、年間を通して、次のとおりとしています。

3年＝週2.5時間 ／ 4・5・6年＝週3時間

[2] 指導計画の表の見方

・「予」と示してある予備の時間は、他単元に振り向けることも考えられる。

・冬季休業の短縮が実施された場合に授業ができるようになる期間を、橙色で表示しています。

◆感染症拡大防止に関わる学習指導上の注意点（横浜市立学校の教育活動の再開に関するガイドライン第2章１９より）

・対話形式での活動、コミュニケーション活動、グループワークや実習を行う場合は一定の距離を保てるようにする。

・器具や用具を共用で使用する場合は、使用前後の適切な消毒や手洗いを行わせること。

＜実験＞

・実験器具の数が少ない場合は児童生徒が密集することも考えらえるため、できる限り少人数にし、密集する時間を短くする。

＜観察＞

・同じ観察対象を複数の児童生徒が触らないようにする。

・屋外での活動の場合も少人数グループで活動する。

・授業ができなかった期間と夏季休業の短縮により授業ができるようになった期間を黄色で表示しています。

※6月中の午前授業、７月下旬や８月中の給食のない午前授業期間の理科に配当される時数に、特段の考慮をしていません。

　このため、表示したスケージュールで行えないこともありますので、各学校の時間割の設定を考慮した上での指導方法の工夫や配当時間

の調整が必要です。

※５月末の時点では、冬季休業の短縮は未定ですが、１２月３・４週も授業可能と表示しています。未定なので十分な注意が必要です。

・唾液や呼気・吸気を使う実験、密閉空間が必要な光を扱う実験、手をつなぐ必要がある実験などは、学習の実施時期を入れ替えたり、教員が演示で

行ったり、事前に撮影した動画を視聴したりするなど、必要に応じて年間指導計画の見直しを行う。

・身近な自然や植物、昆虫などを観察する場合は、観察対象を増やしたり、教員が演示で行っているところを画面に映したり、事前に撮影した動画を

視聴したりするなどして、密集せずに観察できる環境を整える。

横浜市小理研　再構成版　令和2年度用「わくわく理科」 年間指導計画案　　解説

このファイルは、令和２年５月２２日の時点で公開されていた啓林館令和２年度用「わくわく理科」の年間指導計画（２学期制案）に、横

浜市理科研究会が、横浜市の一斉臨時休業からの学校再開に合わせて手を加えたものです。

　つきましては、各学校の状況に合わせて調整して、管理職等とも確認した上でご活用ください。

・表の1行が、時数の1時間（４５分授業）に対応しています。

※もとの教科書「わくわく理科」では、上記の標準時数に対して「予備の時数」を確保した配当時数を設定し、余裕をもって学習を進めら

れるようになっていますが、今回の再構成にあたっては、「予備の時数」を減少させたり、授業の進め方を工夫する前提で配当時数を減ら

したりしています。

・今回の再編成には、学校の授業以外で取り組む活動（学校の授業における学習活動の重点化に係る留意事項等について文部科学省6月5

日）を特に考慮していません。





月 週 時数 もとの単元配列 配当 標準 時数 変更後単元配列 配当 扱い方と資料

4月 2週 1 自然にせまる 1 1

（9） 1 季節と生き物(1) 8 9

2 1．春の生き物

3週 3

4

5

4週 6

7

8

5月 2週 予

（9） 1 2．天気と１日の気温 5 6

2

3週 3

4

5

4週 予

1 自然の中の水のゆくえ(1) 5 6

2 〇地面を流れる水のゆくえ

6月 1週 3

（12） 4

5 1 季節と生き物(１) 3

2週 予 2 １．春の生き物Ａ

1 3．電気のはたらき 7 8 3

2 1 ※３年 6

3週 3 2 「ものの重さを調べよう」

4 3 （学校図書３月単元）

5 4

4週 6 5

7 6

予 1 自然の中の水のゆくえ(1) 6

7月 1週 1 季節と生き物(2) 4 4 2 〇地面を流れる水のゆくえ

（7） 2 〇夏の生き物 3

3 4

2週 4 5

1 空を見上げると(1) 2 2 予

2 〇夏の夜空 1 空を見上げると(1) 2

3週 1 自由研究 2 2 2 〇夏の夜空

1 季節と生き物(2) 8

2 〇春の生き物Ｂ

４週 3 〇夏の生き物

4

5

5週 6

7

予

８月 ３週 1 ２．電気のはたらき 8

2 ※特に取り扱いの変更はない。

3

４週 4

5

6

９月 １週 7

予 【研版Ｐ５７・浜実Ｐ８９】

1 空を見上げると(2) 6

9月 2週 2 2 ３．月や星の動き ※特に取り扱いの変更はない。

（9） 1 空を見上げると(2) 6 7 3

2 4．月や星の動き 4

3週 3 5

4 6 【研版Ｐ６５・浜実Ｐ９３】

5 1 ４．天気と１日の気温 5

4週 6 2

予 3

1 5．とじこめた空気や水 6 7 4

10月1週 2 5

（12） 3 1 5．とじこめた空気や水 7

・春に学習できなかったので、1日の気温の変化、晴れの日と曇りの

日、雨の日の気温の違いがわかりやすい秋に単元を移動

・秋に運動会を実施する場合、運動会当日の天気を予想することで

問題意識を高めることができる。算数科の「折れ線グラフ」との関

連を図る。【研版Ｐ５３・浜実Ｐ８７】

・６月に植えたヒョウタン、ヘチマ、ツルレイシの気温の上昇によ

る成長の違いがわかるように７月の下旬に単元を移動。春の生き物

の様子を観察できなかったので、教材が豊富にある夏の時期の時数

を増やし、学習の充実を図るようにした。

・１年を通じて動物の活動や植物の成長を継続観察することを確認

し、夏の生き物の様子から春の生き物の様子がどのようであったか

を想起し、春の様子がわかる映像資料等を使って春の生き物の様子

をまとめる。【研版Ｐ４７・浜実Ｐ８１】
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・ヒョウタン、ヘチマ、ツルレイシの苗を植え、観察カードに記録

する。気温のはかり方を指導し、観察カードに記録することで、春

の生き物Bで、生物の活動や成長が気温の上昇と関係していることに

気付かせるようにする。【研版Ｐ４７・浜実Ｐ８１】

令和元年度２～３月補習【研版Ｐ３３・浜実Ｐ７５】

・「粒子の保存性」に関する内容は、４年生では学習しない。

・ものの重さや手ごたえなどを体感を通して調べるとともに、てんび

んを使って比べたり自動上皿はかりを用いて調べた結果を表に整理

したりして、考えたり、説明したりする活動の充実を図るようにす

る。重さの単位については算数科の学習と関連を図る。

・日常生活との関連として、ここでの学習が排水の仕組みに生かされ

ていることや雨水が川に流れ込むことに触れることで、自然災害と

関連付けて考えることもできるので、夏休み中の安全な過ごし方に生

かすことができる。

・校庭での観察については急な天候の変化や雷等に留意し、事故防

止に配慮するように指導する。【研版Ｐ６９】

・夏休み前に「夏の夜空」の学習をすることで、夏休み中の学習に

活用できるようにする。【研版Ｐ６５・浜実Ｐ９３】

給食無期間

給食無期間



4 2 ※特に取り扱いの変更はない。

2週 5 3

6 4

予 5

3週 1 6．ヒトの体のつくりと運動 6 7 6

2 予 【研版Ｐ６１・浜実Ｐ９５】

3 1 6．ヒトの体のつくりと運動 6

4週 4 2 ※特に取り扱いの変更はない。

5 3

6 4

11月1週 予 5

（12） 1 季節と生き物(3) 4 4 6 【研版Ｐ７５・浜実Ｐ９７】

2 〇秋の生き物 1 季節と生き物(3) 4

2週 3 2 〇秋の生き物 ※特に取り扱いの変更はない。

4 3

1 みんなで使う理科室 2 3 4 【研版Ｐ４７・浜実Ｐ８１】

3週 2 1 みんなで使う理科室 2

予 2 ※特に取り扱いの変更はない。

1 温度とものの変化(1) 8 9 1 温度とものの変化(1) 9

4週 2 7．ものの温度と体積 2 7．ものの温度と体積 ※特に取り扱いの変更はない。

3 3

4 4

12月1週 5 5

（5） 6 6

7 7

2週 8 8

予 予 【研版Ｐ７９・浜実Ｐ９９】

3週

4週

1月 2週 1 空を見上げると(3) 2 2 1 空を見上げると(3) 2 ※特に取り扱いの変更はない。

（9） 2 ○冬の夜空 2 ○冬の夜空 【研版Ｐ６５・浜実Ｐ９４】

1 季節と生き物(4) 3 3 1 季節と生き物(4) 3

3週 2 〇冬の生き物 2 〇冬の生き物 ※特に取り扱いの変更はない。

3 3 【研版Ｐ４７・浜実Ｐ８１】

1 温度とものの変化(2) 7 8 1 温度とものの変化(2) 8

4週 2 8．もののあたたまり方 2 8．もののあたたまり方

3 3 ※特に取り扱いの変更はない。

4 4

2月 1週 5 5

（12） 6 6

7 7

2週 予 予 【研版Ｐ８３・浜実Ｐ１０１】

1 温度とものの変化(3) 7 8 1 温度とものの変化(3) 8

2 9．水のすがた 2 9．水のすがた ※特に取り扱いの変更はない。

3週 3 3

4 4

5 5

4週 6 6

7 7

予 予 【研版Ｐ８７・浜実Ｐ１０３】

3月 1週 1 自然の中の水のゆくえ(2) 5 6 1 自然の中の水のゆくえ(2) 6

（9） 2 10．水のゆくえ 2 10．水のゆくえ ※特に取り扱いの変更はない。

3 3

2週 4 4

5 5

予 予 【研版Ｐ６９・浜実Ｐ１０４】

3週 1 これまでの学習をつなげよう 1 1 1 これまでの学習をつなげよう 1 ・固体· 液体· 気体の性質をまとめ、別々に学習した内容のつながりを意識するように設定している。

1 季節と生き物(5) 2 2 1 季節と生き物(5) 2

2 〇生き物の１年間 2 〇生き物の１年間 【研版Ｐ４７・浜実Ｐ８１】

4年　学年計 92 104 4年　学年計 102

※冬季休業期間が早めに変更されることがわかれば、夏季休業前に

「ものの重さを調べよう」が終わらない場合は、ここに移動させる

こともできる。

ₒ ─ ⇔ ₓ
₃ הההה ⁷ ה
₃ הההה ⁷ ⌂ ה ─＊月の（　）は，月のもと授業時数 ＊時数の「予」は，予備の時数

給食無期間


